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１．単元名 

 「コロナ禍を経て希薄になった地域とのつながりを取り戻そう」 〜白中夏祭りプロジェクト〜 

 

２．単元の目標 

・地域のつながりを取りもどすために必要な活動とは何かを理解することができる。 

・地域の方々の強みを生かした役割を考え、企画することができる。 

・地域の方々と協働し、主体的に「白中夏祭り」を開催することができる。 

 

３．単元について 

（１）教材観 

本単元では、「コロナ禍を経て希薄になった地域とのつながりを取り戻そう」をテーマに、「白中夏祭

り」の企画、運営を教材として取り上げる。 

本校では、昨年度から 「地域の方と一緒に学校づくりを考える」として、本校教育課程を、生徒や地域

の方と考える機会を持ってきた。その中で、生徒から 「祭りをしたい」と言う発言があった。目的は、「生

徒と地域の方とのつながりを取り戻す」ことだった。この意見を受け、白浜中学校コミュニティスクール

の取り組みとして、生徒も含めた実行委員会を組織し進めることとなった。 

この活動は、地域の方々との対話形式で進めるため、コミュニケーションスキルの向上を図ることがで

きる。また、生徒自身が地域とつながる具体的な方法を対話を通して考えることができる。このような世

代を超えた協働した取り組みから、目標とする、地域の方とのつながりを作ることができる。 

 

（２）生徒観 

２０２０年のパンデミックからしばらくの間、学校では生徒に非接触を求め、地域でも人が集まる行事

や祭りが取りやめになることが続いた。学校行事も同じで、入学式、卒業式、体育大会などへの入場制限

や、文化発表会の取りやめなど、学校と地域がつながる場面が極端に減った。生徒は、友達など身近な存

在との距離は近いが、異学年や、地域の方とのつながりは、以前に比べて弱く感じられる。 

生徒会役員を中心にこのプロジェクトを進め、全校生徒が、異学年の生徒や地域の方との関わりを持

ち、幅広い関係を構築できるようにしたい。 

 

（３）指導観 

本単元の指導にあたっては、まず、何を目的に 「白中夏祭り」を企画するのかを明確にし、関わる人全



員で共有する必要がある。実行委員長から、このプロジェクトが生まれた経緯を確認し、そこから、実現

したい祭りの姿を描いていく。前回行った 「白中コミスク球技大会」のイメージから、生徒と地域の方と

のつながりを、自分たちで創っていく意欲を持たせたい。 

実行委員会では、参加する地域の方が、とのような仕事を持ち、どんな得意なことがあるのかを実行委

員がお互いに知る機会を持ち、その上で役割分担を決めていく。本部、屋台、縁日、ダンスなど、セクシ

ョンごとにチームを作り、生徒が責任を持って進めていく体制で進める。参加生徒自身が自分の役目を

明確にすることで、責任ある行動を促す。どのチームにも、複数の大人が入っているので、名前を覚えた

り、地域の雑談ができる関係性を作ることができる。当日の運営自体を生徒主体で行えるよう、実行委員

会での細かい打ち合わせや、シフト表作成なども行う。 

また、学校の授業でも、この企画に関わる内容を取り上げる。文化部や、学年でエコバックの作成を行

い、サスティナブルの観点での学びとする。また、家庭科で浴衣の着付けを、体育でその浴衣を着て盆踊

りを、地域の方から学ぶ授業を行う。地域での活動に、学校教育活動を組みあさせることで、より、全校

生徒にとっての学びの機会とする。 

さらにこの活動を振り返る機会を作り、地域の中での自分の役割を考え、地域づくりの主体者となれる

ことに気づかせたい。 

 

（４）ESD の視点の明確化 

【本学習で働かせる ESD の視点（見方・考え方）】 

構成概念Ⅰ 多様性・・・生徒・企業・公民館・保護者・教職員との協働により地域の人を知る 

     （いろいろなものがある、多様性に乏しい、画一的） 

構成概念 II 相互性・・・いろいろな人の協働により祭りが開催できる 

     （つながっている、循環している、孤立しているものは何か） 

構成概念Ⅲ 有限性・・・買い物袋の代わりにエコバック、ゴミ持ち帰り（ゴミ箱を設置しない） 

     （もったいない・物を大切に・長く使う文化、使い捨て、大量生産・大量消費・大量廃棄） 

構成概念Ⅵ 責任性・・・誰が、何を、どうや役割分担をし、祭りが成り立っているのか 

（協力していること、やり遂げていること、責任転嫁、やりっぱなし、言いっ放し） 

 

【本学習を通して育てたい ESD の資質・能力】 

≪多面的・総合的に考える力≫ 

何のために祭りをするのか（誰が困っているのか、祭りがないとどうなるのか） 

≪つながりを尊重する態度≫ 

地域の方々と協働することで、さまざまな人とのつながりが豊かな学びになっているということを自

覚し、尊重する。 

≪進んで参加する態度≫ 

祭りの実行委員として活動し、貢献したいと思える 

 



【本学習で変容を促す ESD の価値観】 

「幸福感に敏感になる。幸福感を重視する。」 

「世代間の公正」 

 地域の方とつながり学びを進めるとき、「大事にされている」と生徒が感じる場面が多い。地域のかた

が一生懸命に関わってくれることや、喜んでくれることは、生徒を幸せにし、また、地域の方も幸せに

なる好循環を産む。そのような中で、自己効力感が生まれ、利他的な活動が生まれる。地域の大人がロ

ールモデルとなり、自ら社会に貢献しようとする態度に繋がる価値観形成を図る。 

 

【達成が期待される SDGs】 

  ３ 全ての人に健康と福祉を 

１１ 住み続けられるまちづくりを 

１２ つくる責任 つかう責任 

 

３．評価規準 

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取組む態度】 

①地域行事や学校行事の減少に

より、地域のつながりが希薄に

なっていることを、実際の地域

の方や生徒の声を聞き理解して

いる。 

②地域のつながりをつくるため

に必要な活動を理解している。 

① 「白中夏祭り」を、見通しを持

って計画している。 

②さまざまな立場人の強みを生

かした、役割分担を考えている。 

③企画を振り返り、成果と課題

を明らかにしている。 

 

① 「白中夏祭り」の企画実現に向

け、諦めずに取り組んでいる。 

②地域の方と協働して学びを進

めている。 

 

 

４．単元の計画(総時数６時間) 

時 主な学習活動と内容 ◇教師の支援 ◆主な評価 

１ ①白中コミュニティスクールにおいて、地域

の課題、生徒・地域の願いを見出す。 

②実現可能なプロジェクトとして、生徒、地

域、学校が協働できるものを考える。 

③「白中夏祭り」実行委員会を立ち上げる。 

 

◇場の設定 

◇ワークショップのフ

ァシリテーター 

◇ 「えんたくん」を用い

て、言語化させる 

【知識・技能】 

①地域行事や学校行事

の減少により、地域の

つながりが希薄になっ

ていることを、実際の

地域の方や生徒の声を

聞き理解することがで 

きる。 

２ 「第１回実行委員会」 

「白中夏祭り」の目的をはっきりさせ、その

実現に向けた企画を考える。 

 

 

◇目的に沿った活動に

なっているのか、常に

確認しながら進めるよ

う支援 

 

【知識・技能】 

②地域のつながりをつ

くるために必要な活動

を理解することができ

る。 



３ 

 

 

 

４ 

「第２回実行委員会」 

①具体的な活動に対して、役割分担を考える 

・本部、広報、屋台、縁日、ダンス部門など 

それぞれのチームで、活動の内容、準備物を

整理し、計画を立てる。 

・全体で共有し、実施内容を確定させる。 

 

 

＊たこ焼きなど、食中毒の可能性がある屋台

について、実施が難しいとの大人の見解。 

 

 

「第３回実行委員会」 

・決めた内容について、再度検討。 

・全体で実施内容の最終決定をして、各チー

ムでの活動に入る。 

＊文化部、１年生でエコバックを作成し、屋

台で使ってもらう。 

◇生徒の司会で進める 

◇それぞれのチームで

生徒リーダーを決め、

協働してくれる大人を

決める。 

 

 

 

 

 

 

 

◇生徒が本当にやりた

かったことや、目的を

もう一度全体で確認す

る。 

【思考・判断・表現】 

① 「白中夏祭り」を、見

通しを持って計画して

いる。 

②さまざまな立場人の

強みを生かした、役割

分担を考えることがで

きる。 

 

 

 

 

【主体的に学習に取組

む態度】①「白中夏祭

り」の企画実現に向け、

諦めずに取り組むこと

ができる。 

５ 「白中夏祭り」実施 

それぞれのチームでローテーションを作り、

実施する。 

・運営しながら、祭りを楽しめるように工夫

して運営していく 

地域の方と、相談しながら進めていく。 

◇地域の方に任せる 

 

【主体的に学習に取組

む態度】②地域の方と

協働して学びを進めて

いる。 

 

６ 

 

 

７ 

全校生徒へのアンケートの実施 

生徒の満足度や、変容などを確認する 

 

実行委員長が、全校集会で祭りのまとめをす

る。 

・来年も祭りを実施したい 

・今度は自分が実行委員として関わりたい 

・地域の方とのつながりをもっと作りたい 

・新しい取り組みを考えてみたい 

◇アンケートをコミス

クで実施 

◇アンケート結果を全

校生徒に共有 

◇FIDS メソッドを用い

た発表 

 

【思考・判断・表現】 

③企画を振り返り、成

果と課題を明らかにす

ることができる 

 

 

 

 

 

決めた内容で、目的を達成できる祭りになるのか検証する。 

たこ焼きなどの屋台を、地域の方と一緒に進めることが生徒の願い。 



５．成果と課題 

（１）成果 

1. 実行委員会形式での運営による学びの向上 

今回の夏祭りは、白浜中学校コミュニティ・スクールのメンバーと生徒で実行委員会を組織し、企画・

運営を進めた。実行委員会では何度も会議を重ね、「何のために祭りを行うのか」を多面的 ・総合的に考

える機会を得た。この経験を通じて、《考える力》が養われた。 

また、屋台や盆踊り、着付け、ダンス指導などを通じて、多くの大人と関わることができたことで、 《つ

ながりを尊重する態度》を身につける機会となった。その結果、《進んで参加する態度》も育まれ、生徒

が自主的に行動し、積極的に運営に関わる場面が多く見られた。 

 

2. 生徒の満足度と肯定的な変容 

取り組みを通して、生徒全員が 「楽しかった」と肯定的に評価し （資料１）、来年の実施を希望する声が

多数寄せられた。さらに、地域の方々との協働を通じて、以下のような変化が見られた（資料２）。 

•幸福感の向上：「幸福感に敏感になる」「幸福感を重視する」意識が生まれた。 

•世代間交流の促進：地域の人と関わることで、多様なロールモデルを見つける機会となった。 

•コミュニケーション能力の向上：他学年や地域の人と積極的に交流する様子が見られた。 

 

3. 評価規準ごとの成果 

【知識・技能】 

•実行委員会内で生徒のヒアリングを実施し、実際の意見を反映した運営ができた。 

•実行委員会には、学校運営協議員、公民館、商工会青年部、作業所所長、学校関係者が参加し、それぞ

れの役割を明確にしながら進めた。 

•これらのことから、評価規準を満たしたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

目標を共有       役割分担を合意形成         チームごとに活動 

 

 

 

 

 

 

地元の祭りで屋台の実習      最終打ち合わせ        地元の祭りで練習  



【思考・判断・表現】 

•実行委員会で企画・役割分担を決め、生徒や保護者ボランティアを募って祭りを開催できた。 

•祭り後には、実行委員会がアンケートフォームを作成し、振り返りを実施。 

•第２回白中コミスクにて成果発表・決算報告を行い、次年度の改善点を考える機会を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

      祭り開催           有志ダンス         地域の人と盆踊り  

 

 

 

 

 

 

 

生徒作成ポスター     縁日          屋台         アンケート 

 

 

 

 

 

  

 

実行委員長振り返り       コミスクでの振り返り     次に向けての提案発表 

 

【主体的に学習に取り組む態度】最後までやり遂げる姿勢が見られ、協働の学びが多く見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 学年でエコバックづくり   有志ダンスの練習を自分たちで    地域の方と盆踊り練習 



（資料１） 

 

＊8 割の生徒が大満足で、生徒全員が楽しかったと思える夏祭りとなった。 

 

（資料２） 

 

 ＊実行委員、出演者では６２.５％の人が、「変化がすごくあった」、「あった」と回答。 

 

（資料３）生徒感想 

・普段できないことを先輩や大人の人たちと楽しく遊んだり、屋台のお手伝いをしてやりがいを感じた。 

・楽しかったし同級生や先輩後輩たちが頑張っている所がかっこいいとおもった 

・友達との中が前より深まった 先輩と仲良くなれた気がする  

・イベントを通して色んな人と関われた 

・地域の人たちとの関わりができたり、接客について学べたから 

・接客できたし、綿あめを綺麗に作れた 

・積極性が出た 初めて学校でやったから 



・地域の人とか友達のお母さんとかに挨拶をできた イベントに進んで参加しようとおもうようにな

った 

・家のホットプレートで焼きそばを焼けるようになった 

・屋台を他学年の人と一緒に運営したので交流ができた。 

・コミュニケーション力 Up 

 

 

（２）課題 

 

1. 活動が自分ごとにならなかった生徒が一部いた 

夏祭りを通じて成長が見られる生徒がいる一方で、一部の生徒は、自主的な活動というより 「やらなく

てはいけない」感覚で取り組んでいた（資料４）。 

 

（資料４）生徒感想 

・夏祭りを楽しむことはできたけど、生徒は、大人がどんどん進めていっていたから話の進み方があまり

分からなかったので自分への変化はあまりなかったと思います。 

・人を変化させるにはもっと重要な事が必要だと思うから、夏祭りだけだったらそんなに変わることは

ない 

 

2. 参加者の「運営側として関わりたい」という意識変容につながらなかった 

祭り参加者の多くはイベントを楽しんでいたが、来年は自分が運営側として関わりたいという意識まで

は育まれなかった。価値の自覚が難しいことが課題として挙げられる（資料５）。 

 

（資料５） 

 

＊来年参加できない３年生（全体の三分の一強）も答えているため、肯定的意見は少ない。 

 

 



（３）まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回の夏祭りを通じて、生徒が一番感じたのは、「やってみたいことに挑戦する」という思いだった。地

域の方々とともにそれを実現することが、生徒の社会参画や地域づくりの主体者となることにつながる

と感じた。また、多様な意見を聞き、合意形成を図ることの重要性を実感できたと考えられる。 

 

また、今回の実行委員会は、生徒の立候補によって組織された。この活動を、誰もが挑戦できる場と

し、「失敗を許容する文化」を醸成することが今後の課題と言える。より多くの生徒が「自分ごと」と

して取り組めるよう、運営側への関心を引き出す仕組みづくりが必要だと考える。 

 

この取り組みだけでなく、生徒たちが普段から地域の方々と協働して取り組みを行うことで、文化の

継承や、世代を超えたつながりを作り、自分ごととして社会とつながって欲しい。 

 

 

 

 

 

 

 

高校も出展 本校 OB も活躍      吹奏楽部も出演     保護者会も学用品リサイクル 



参考資料１ 協賛御礼（地元新聞に広告掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参考資料２ 白浜中学校コミュニティ・スクール について 

 



生徒会など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の学年終了時に目指す姿 

 地域の方々と協働して文化の継承やつながりを作ることで、社会に日常的に自分ごととして関わる 

 

白中コミュニティスクール 総合 

「コロナ禍を経て希薄になった地域とのつながりを

取り戻そう」 白中夏祭りプロジェクト 

○主に養いたい ESDの資質・能力 

≪多面的・総合的に考える力≫ 

何のために祭りをするのか（誰が困っているのか、

祭りがないとどうなるのか） 

≪つながりを尊重する態度≫ 

地域の方々と協働することで、さまざまな人とのつ

ながりが豊かな学びになっているということを自覚

し、尊重する。 

≪進んで参加する態度≫ 

祭りの実行委員として活動し、貢献したいと思える 

〇主に育てたい ESDの価値観 

「幸福感に敏感になる。幸福感を重視する。」 

「世代間の公正」 

地域のかたが一生懸命に関わってくれることや、喜

んでくれることは、生徒を幸せにし、また、地域の

方も幸せになる好循環を産む。そのような中で、自

己効力感が生まれ、利他的な活動が生まれる。 

 

 

指導案に記述する「主に養いたい ESD の資質・能

力」と「「主に育てたい ESDの価値観」をそのままス

ライドさせてください。 

家庭科「やってみよう 浴衣の着付け」 

地域婦人会の皆さんに、浴衣の着付けを習

い、地域の方との交流を持つ。また、浴衣の

機能性を知り、文化に触れることで、昔な

がらの文化を大切にする心を育む。 

また浴衣を着てみた
い。浴衣を着て祭り
に参加したい。 

体育科 

「白浜町の３地区盆踊りを踊れるように」 

地域婦人会の皆さんに、３つの地区の盆踊

りを教えてもらい、踊れるようになる。自

分の地域の祭りに参加し、率先して盛り上

げられる自信をつける 

地域の祭りへの参加 

地域の祭りに、一参加者としてではなく、

運営や踊り手として参画し、地域の一員と

して自覚する機会とする。 

総合・文化部「エコバッグづくり」 

文化部で、祭りで使うエコバックを新聞紙

で制作。慣れた部員を中心に、１年生の総

合の時間でも制作。ビニール袋をできるだ

け使わない祭り、ゴミを出さず持ち帰る祭

り、に挑戦する態度を育てる。 

祭りといえばゴミが多く
出るイメージ。少しでも
ゴミが出ない祭りを目指
したい。 

自分の住んでいる地
区の盆踊りを踊れる
ようになりたい。 

自分たちも、地域の一
員として活躍すること
ができる。 

地域の方との雑談の
中で、共通した話題
があることに気づく 


